
 

 

 

[予選]12 月 9 日 ～ 12 月 11 日 

[本戦]12 月 11 日 ～ 12 月 15 日 

[会場]ブルボンビーンズドーム(室内コート) 

[主催]（一社）全日本学生テニス連盟 [後援] 関西テニス協会 

[協力]兵庫県テニス協会・関西学生テニス連盟 

[特別協賛] 株式会社ダンロップスポーツマーケティング 

[協 賛] GODAI グループ・レック興発・ノアインドアステージ・トアルソン 

 



 



 



 



 



 



 



 

 

 

 

  



大会役員 

大会会長          坂井 利郎 

大会副会長         梅林 薫 

大会委員長         髙橋 弘希(慶応義塾大学 4 年) 

ディレクター        開發 陽平(近畿大学 ３年) 

レフェリー         藤岡 源 (慶応義塾大学 3 年) 

アシスタントレフェリー   藤由 蓮矢(慶応義塾大学 2 年) 

広報委員          地道 拓磨(兵庫大学 ２年) 

大会運営委員        小林 弥波(同志社大学 4 年) 

              田中 篤生(近畿大学 4 年) 

              中西 欧大(東京国際大学３年) 

             味岡 慎之介(東京国際大学 2 年) 

              須藤 里菜(東海大学 2 年) 

              仲田 翔太郎(日本大学 2 年) 

              西尾 颯(順天堂大学 2 年) 

              福田 蒼(亜細亜大学 2 年) 

 



2024 年 全日本学生室内テニス選⼿権大会 

大 会 注 意 事 項 

１，オーダー・オブ・プレイ  

•試合の進⾏はオフィシャルボードに掲⽰するオーダー・オブ・プレイに基づく。 

•オーダー・オブ・プレイは試合前日に発表する。 

•オーダー・オブ・プレイは試合進⾏、天候などにより変更することがあるので注意するこ

と。 

２，中⽌について  

天候その他により試合を中⽌にする判断はレフェリーが⾏う。選⼿は 指⽰に従い、中⽌

の 

決定があるまで会場で待機すること。 

３，試合形式  

シングルス 

予選ならびに本戦 QF までベストオブ３タイブレークセット、ファイナル 10 ポイン 

トマッチタイブレーク 

SF 以降 ベストオブ３タイブレークセット 

ダブルス 

予選＋本戦 QF までベストオブ３タイブレークセットファイナル 10 ポイントマッチ 

タイブレーク（ノーアド） 

SF 以降 ベストオブ３タイブレークセットファイナル 10 ポイントマッチタイブレーク

（デュースあり） 

４，ルール／質疑  

•試合上の質疑は、2024 年版ＪＴＡテニスルールブックに基づく。 

•試合上の法的トラブルが発生した場合は、選⼿はレフェリーを呼ぶことができる。 

５，コートサーフェス  

ハードコート(屋内) 

６，大会使⽤球  

DUNLOP FORT  



７， ボールチェンジ  

全種⽬ 9-11  

•本戦 QF まで 2 球、本戦 SF 以降 4 球 

８， WC について  

各種⽬予選に各地域より 1 本、最大 8 本の WC を与える。 

推薦条件は以下の通り 

・各地域学連の総合的な判断により推薦された選⼿ 

・本年度全日本学生テニス選⼿権大会においてそれぞれの種⽬にて以下の戦績を持つ選⼿ 

・シングルス 本戦出場 

・ダブルス 本戦出場 

エントリー締め切り後、事前に推薦のあった選⼿のエントリーがされており、本戦及び予

選 

に DA とならなかった場合に WC を与え、エントリーリストにて公開する。該当する選

⼿ 

のいない地域の WC は放棄され、Alt が繰り上がる。 

⼜、本大会は韓国の招待選⼿に本戦各種⽬本戦単２本、複１本を与える。 

９， シード決定について  

本年度関東学生テニス選⼿権終了時点における、全日本学生ランキングを基にアクセプタ 

ンスリストを作成する。シード順位はアクセプタンスリスト作成時に使⽤したランキン

グ、並びにポイントに基づき、決定する。 シングルス：ランキングがタイの場合には抽

選にて 

順位を決定する。 

ダブルス ：両選⼿のポイントの合計を基にアクセプタンスリストの作成、並びにシード

決定を⾏う。ポイントの合計が等しい場合には、ポイント上位者がいるペアを優先とし、

上位 

者が同ポイントの場合には、抽選にて順位を決定する。 

10，ウォームアップ  

基本的に５分以内。ウォームアップ終了後すぐに試合を開始すること。 

朝のプラクティスがない場合、大会本部からの指⽰により、試合前のアップが 10 分間に 

延長される可能性あり。 

 



11，メディカルタイムアウト  

メディカルタイムアウトは３分。 １部位の症状に付き１回のメディカルタイムアウトが

取れる。 

12，トイレットブレイク  

男⼥シングルス共に１回。ダブルスにおいて、男⼦はペアで 1 回、⼥⼦はペアで２回と

する。いずれも、コートレフェリーまたは運営委員の付き添いがなければならない。 

13，ウェア／ロゴ 

ＪＴＡルールに基づくものとするが、常識的な範囲のウェアを着⽤すること。 

14，ラケット  

ストリングの切れたラケットで新しいポイントをプレーしてはいけない。 

15，コード・オブ・コンダクト  

•本大会はポイントペナルティー制度を採⽤する。 

•選⼿が試合開始に遅れた場合はＪＴＡルールに基づき裁定し、マッチコールから 15 分

経過後もコートに⼊らなかった場合は失格とする。 

•第⼆試合からのマッチコールは前の試合の試合終了時点とする。 

16，主審／ラインアンパイア(予定)  

各試合、次のような審判制度にする。 

本戦 QF まで セルフジャッジ(ロービングアンパイア)  

本戦 SF～F ソロチェアアンパイア 

17，大会中の事故／盗難など  

•大会中の事故や盗難について主催者側は一切責任を負わない。 

18，練習ボールについて  

プラクティスボールは貸し出さないので各⾃⽤意すること。 

19，大会日程について  

•コート⾯数に限りがあるので、前の試合が終了次第、次の選⼿はコートに⼊ること。 

•試合の前、合間、コートチェンジで時間超過の場合は厳しく処分するので注意すること。 



20，ラッキールーザーのサインイン  

初回戦が⾏われるそれぞれの日、指定の時間までに、受付に⽤意(予定)されたラッキール

ーザーサイン⽤紙に選⼿⾃⾝がサインし、ＬＬ補充の連絡後、30 分以内にコートで試合

の準備を整えなくてはならない。 ラッキールーザーのサインインの締め切り時刻は、天

候で試合開始時刻が変更されても変わらない。 初回戦が２日以上にわたった場合、最初

の日にサインインしていなくても、２日⽬以降のラッキールーザーへのサインインの資格

が与えられる。 

21，試合間の休息  

同一の日に２つ以上の試合をする予定のプレイヤーには、それぞれ次の休息が与えられ

る。 

●60 分未満の試合後 30 分の休憩 

●60 分以上、90 分未満の試合 60 分の休憩 

●90 分以上の試合 90 分の休憩 

【トレーナー室の利⽤について】 

＊本大会には㈶日本テニス協会医事委員会が派遣するドクター、オフィシャルトレーナー 

が常駐しています。 

・オフィシャルトレーナー業務内容 

１．インジュリーコールへの対応 

２．応急処置  

・活動時間 試合中（試合進⾏、大会日程により異なります） 

・場 所 大会本部(予定) 

  



挨 拶 

全日本学生テニス連盟 会長 

坂井 利郎 
 

 

第 61 回全日本学生テニス選⼿権⼤会が、兵庫県立三木総合防災公園内ブルボンビーン

ズドーム室内テニス場において開催されます事心からお祝い申し上げます。 

開催するにあたりましては、兵庫県テニス協会と関係各位の多⼤な協力を頂き実現致しま

した。 

心から厚く御礼申し上げます。 

この全日本学生室内テニス選⼿権⼤会は、全日本学生ランキング上位選⼿と各地域テニ

ス連盟の推薦選⼿そして本年も韓国学生の代表選⼿を招待して開催されます。本年最後を

飾る学生テニス界最 ⾼峰の⼤会として、選⼿の皆さんは日頃の練習の成果を遺憾なく発

揮して、フェアープレーとチー ムワークと国際親善も併せ全力プレーを展開して下さ

い。 最後になりましたが、特別協賛頂きました㈱ダンロップスポーツマーケティング

様、後援頂きました関係各位に対しましては改めて御礼を申し上げて挨拶とさせて頂きま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

関西学生テニス連盟 会長 

           馬場裕之 
 

 

 

第６１回全日本学生室内テニス選⼿権⼤会が今年、兵庫県三木市のブルボンビーンズド

ームで開催されますことを心よりお喜び申し上げます。２０２２年以来２年ぶりに関西で 

の開催となります。全国の学生テニス界の精鋭が集い、その実力を競い合う場として⼤い

に盛り上がることを期待しています。是非、選⼿の皆さんは感謝の気持ちを忘れずに日頃 

の練習の成果を存分に発揮して悔いのないテニスをしてほしいと思います。 

最近は、⼤学テニス出身者から世界のグランドスラムに挑戦し、すでに活躍されている 

選⼿、⼤学テニスの試合に加えて、ＡＴＰやＷＴＡのポイント獲得に繋がる試合に挑戦す

る選⼿も多くなりました。この流れから世界で活躍される選⼿が増えることも楽しみで

す。一方、⼤学のテニス部でやり切り、卒業後は社会人として仕事や社会貢献に邁進する

人もおられるでしょう。それぞれ各人の目標は異なっても選⼿の皆さんは⼤学時代にテニ

スを一生懸命されてきた人たちばかりですので、テニスを通じて磨かれた人間力は素晴ら

しいと信じていますし、その豊かな人間力は必ず将来の人生に役に立つと確信していま

す。そして、できることなら、生涯スポーツでもあるテニスを続けてほしいと願っていま

す。また、この数年間の新型コロナウィルス感染症による⼤学の部活への影響は活動制限

や⼤会中止による部員の減少や部活の活性化の低下などありましたが、今年は部活やサー

クルに入る部員も増え始めたという調査結果もあり、漸く回復の兆しが見え始めたと嬉し

く思います。当連盟も今後さらに⼤学テニスの活性化に貢献できるよう、努力したいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 最後になりますが、今⼤会を支えていただいている多くの協賛・後援各社様、⼤会運営 

にご協力いただく関係団体、関係者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、⼤会が今後 

益々発展することを祈念し、ご挨拶とさせていただきます。 

 

  



 

 

 

全日本学生テニス連盟 理事長 

髙橋 弘季 
 

 

 

 ブルボンビーンズドーム室内テニスコートにて、第 61 回全日本学生室内テニス選⼿権⼤

会が開催されます。各方面の皆様のご協力により、本⼤会の開催に至ることができましたこ

と、厚く御礼申し上げます。学生一同、素晴らしい⼤会となるよう、尽力して参ります。 

本⼤会は今年度の全日本学生テニス連盟主催の最後の⼤会となりますが、選⼿達が 1 年間

練習を通し作り上げたテニスを最⼤限に発揮し、熱い試合が行われることを期待しており

ます。 

その中で、各⼤学の選⼿、サポーターの方々はスポーツマンシップの精神で、全力で戦っ

ていただきたいと思います。 

最後になりましたが、本⼤会を開催するにあたり、ご尽力下さいました兵庫県テニス協会、

特別協賛の株式会社ダンロップスポーツマーケティング様をはじめ、多⼤なるご支援を賜

りましたスポンサー各社様に厚く御礼を申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

  



 

 

 

関西学生テニス連盟 幹事長 

      赤地 悠清 
 

 

 

この度、令和 6 年度全日本学生室内テニス選⼿権⼤会がブルボンビーンズドームにて無

事開催される運びとなり、心よりお慶び申し上げます。 

本⼤会は、関西で開催される唯一の室内⼤会であり、学生テニスにおける全国⼤会の締め

くくりとして、⼤変重要な位置づけを持っています。毎年、歴史と伝統を誇る学生⼤会に相

応しい、⼿に汗握る熱戦が繰り広げられており、学生テニス界における⾼いレベルの競技を

象徴する⼤会でもあります。 

特に本⼤会は、出場選⼿枠が限られているため、全日本学生ランキング上位の選ばれしト

ップ選⼿のみが参加することができ、その⾼度な技術と精神力が存分に発揮される場とな

っております。全国各地から集まった選⼿の皆様には、スポーツマンシップを胸に、日々の

練習の成果を存分に発揮していただきたいと存じます。そして、この一年の集⼤成として、

全力でプレーし、学生テニスの頂点を目指していただけることを願っております。 

最後になりましたが、本⼤会を開催するにあたり多⼤なるご支援、ご協力を賜りました関

係者の皆様へ厚く御礼を申し上げ、私のご挨拶とさせていただきます 

 

 

 

 
  



 

 

 

 

 

  



 

  



 

  



 

  



歴代優勝者《男⼦》 

シングルス                    ダブルス 

 

  

第55回（平成30年） 島　袋　　将（早　　　　　　大） 田　中　優之介・木　元　風　哉（早　　　　　大）

第56回（2 0 1 9年） 今　村　昌　倫（慶　　　　　　大） 今　村　昌　倫・羽　澤　慎　治（慶　　　　　大）

第57回（2 0 2 0年） 白　石　　光（早　　　　　　大） 羽　澤　慎　治・藤　原　智　也（慶　　　　　大）

第58回（2 0 2 1年） 田　口　涼太郎（近　　　　　　大） 藤　原　智　也・下　村　亮太郎（慶　　　　　大）

第59回（2 0 2 2年） 藤　原　智　也（慶　　　　　　大） 太　田　　　空・加　藤　木　塁（法　　　　　大）

第60回（2 0 2 3年） 中　村　　　元（筑　　波　　　大） 増　成　智　也・増　成　拓　也  (関　　学　　大)

江　戸　　　寛・前　原　健太朗（早　　　　　大）

田　川　翔　太・遠　藤　　　豪（早　　　　　大）

OH,DAE SOUNG・SONG,MIN KYU（建國大・蔚山大）

會　田　　　翔・長谷川　祐　一（慶　　　　　大）

KIM.HYUN.JOON・KIM.DYLANSEONG.KWAN（順天大・明知大）

前　原　健太朗・富　崎　優　也（早　　　　　大）

佐　藤　文　平・小　山　慶　大（早　　　　　大）

第44回（平成19年） 小　山　慶　大（早　　　　　大）

第43回（平成18年） 松　永　浩　気（慶　　　　　大）

第42回（平成17年） 成　瀬　廣　亮（早　　　　　大）

中　西　伊知郎・藤　原　純　一（甲　　南　　大）

吉　田　昇　生・中　西　伊知郎（甲　　南　　大）

吉　田　昇　生・中　西　伊知郎（甲　　南　　大）

西　尾　茂　之・陸　浦　　　繁（早　　　　　大）

第41回（平成16年） 酒　井　祐　樹（早　　　　　大）

第40回（平成15年） 權　　　亨　胎（近　　　　　大）

土　橘　登志久・布　施　俊　二（早　　　　　大）

須　山　秀　基・松　村　和　彦（法　　　　　大）

佐　山　綱　一・河　合　利　昌（明　　　　　大）

大　地　重　雄・大　西　儀　朋（早　　　　　大）

右　近　憲　三・橘　　　清　孝（日　　　　　大）

坂　井　勇　仁・田　中　優之介（早　　　　　大）

逸　崎　凱　人・畠　山　成　冴（慶　　　　　大）

小　堀　良　太・坂　井　勇　仁（早　　　　　大）

今　井　慎太郎・河　野　優　平（早　　　　　大）

古　田　陸　人・今　井　慎太郎（早　　　　　大）

田　川　翔　太・遠　藤　　　豪（早　　　　　大）

第47回（平成22年） OH,DAE SOUNG（建　　國　　大）

第46回（平成21年） 伊　藤　　　潤（早　　　　　大）

第45回（平成20年） KIM.HYUN.JOON（順　　天　　大）

第53回（平成28年） 上　杉　海　斗（慶　　　　　大）

第52回（平成27年） 諱　　　五　貴（明　　　　　大）

第51回（平成26年） 今　井　慎太郎（早　　　　　大）

第50回（平成25年） 大　城　　　光（早　　　　　大）

第49回（平成24年） 遠　藤　　　豪（早　　　　　大）

第48回（平成23年） 田　川　翔　太（早　　　　　大）

第54回（平成29年） 田　中　優之介（早　　　　　大）

水　主　　　勝・右　近　憲　三（日　　　　　大）

ル セ ー ナ ・ フ ァ ン コ（バークレイ大）

ルセーナ・フィッツバトリック（バークレイ大）

池　　　承　昊・申　　　翰　徹（蔚山大・明知大）

岩　原　慎　二・佐　藤　哲　哉（日　　　　　大）

襄　　　南　主・金　　　戦　湜（明知大・蔚　大）

土　橘　登志久・布　施　俊　二（早　　　　　大）

JUNG HEE-SEUK・LEE JUNG-MIN（韓國體大・建國大）

CHUNG  ・      CHO     （亜　　洲　　大）

長谷川　　　寛・喜　多　　　渉（早　　　　　大）

チ　　ュ　　ン・ユ　　　　　ン（明知大・建國大）

人　見　義　章・梅　田　邦　明（青　　学　　大）

松　下　　　晃・原　田　夏　希（早　　　　　大）

宮　尾　祥　慈・金　山　敦　思（早　　　　　大）

末　田　　　英・權　　　亨　胎（近　　　　　大）

落　合　優　次・Ｌｅ　Ｍｉｎｈ（日　　　　　大）

清　水　　　健・糟　屋　春　隆（早　　　　　大）

宮　崎　雅　俊・堂　野　大　和（早　　　　　大）

石　浦　純　一・吉　川　真　司（亜　　　　　大）

高　田　義　久・石　崎　淳　一（慶　　　　　大）

第21回（昭和59年） 辻　　　季　之（早　　　　　大）

第20回（昭和58年） 中　野　陽　夫（東　　海　　大）

第27回（平成２年） マット・ルセーナ（バークレイ大）

第26回（平成元年） 申　　　翰　徹（明　　知　　大）

第25回（昭和63年） 李　　　東　煥（建　　国　　大）

第24回（昭和62年） 襄　　　南　主（明　　知　　大）

第23回（昭和61年） 土　橋　登志久（早　　　　　大）

第22回（昭和60年） 土　橋　登志久（早　　　　　大）

第33回（平成８年）     CHUNG     （亜　　洲　　大）

第32回（平成７年） 坂　井　利　彰（慶　　　　　大）

第31回（平成６年） 山　下　大　介（亜　　　　　大）

第30回（平成５年） 鄭　　鍾　三（明　　知　　大）

第29回（平成４年） トーマス・ファンコ（バークレイ大）

第28回（平成３年） 伊　東　　　新（亜　　　　　大）

第39回（平成14年） 宮　崎　靖　夫（亜　　　　　大）

第37回（平成12年） 李　　　興　雨（近　　　　　大）

第38回（平成13年） 宮　崎　雅　俊（早　　　　　大）

第36回（平成11年） 石　神　理　貴（亜　　　　　大）

第35回（平成10年） 福　田　勝　志（同　　　　　大）

第34回（平成９年） LEE JUNG-MIN（建　　國　　大）

第15回（昭和53年） 福　井　　　烈（中　　　　　大）

第14回（昭和52年） 吉　田　昇　生（甲　　南　　大）

第13回（昭和51年） 坂　本　真　一（日　　　　　大）

第19回（昭和57年） 橘　　　清　孝（日　　　　　大）

第17回（昭和55年） 白　戸　　　仁（早　　　　　大） 

第18回（昭和56年） 右　近　憲　三（日　　　　　大）

第16回（昭和54年） 立　野　彰　一（早　　　　　大）

Ｂ・ティーチャー・Ｓ・モッツ（南カリフォルニア大）

加　藤　幸　夫・太　田　正　孝（法　　　　　大）

ジム・デラニー・平 　井　健　一（スタンフォード大法大）

有　渡　根　進・水　野　明　栄（中　　京　　大）

三　宅　良　一・加　藤 　幸　夫（法　　　　　大） 

宮　川　善　文・中　沢　俊　幸（関　　学　　大）

第５回（昭和43年） 坂　井　利　郎（早　　　　　大）

第11回（昭和49年） パトリック・デュプレ（スタンフォード大）    

第10回（昭和48年） ジム・デラニー（スタンフォード大）               

第９回（昭和47年） 田　辺　　　正（順　　天　　大）                 

第８回（昭和46年） 辻　本　　　豊（甲　　南　　大） 

第７回（昭和45年） 九　鬼　　　潤（法　　　　　大） 

第６回（昭和44年） 坂　井　利　郎（早　　　　　大） 

第12回（昭和50年） フライアン・ティーチャー（南カリフォルニア大） 

中　島　国　智・中　島　健　智（慶　　　　　大） 

第４回（昭和42年） 神　和　住　純（法　　　　　大） 古　林　隆　夫・栗　岡　　　威（慶　　　　　大） 

第１回（昭和39年） 渡　辺　　　功（早　　　　　大）   

第２回（昭和40年） 古　林　隆　夫（慶　　　　　大）  

第３回（昭和41年） 山　岸　　　孝（慶　　　　　大）   

小　浦　猛　志・三　木　　　修（関　　学　　大） 

黒　松　秀三郎・倉　片　　　充（早　　　　　大） 

坂　井　利　郎・土　肥　　　哲（早　　　　　大） 

大多和　伸　光・池　田　友　彦（関　　学　　大）



歴代優勝者《⼥⼦》 

シングルス                    ダブルス 

 

  

第55回（平成30年） 清　水　映　里（早　　　　大） 中　沢　夏　帆・高　橋　玲　奈（亜　　　　　大）

第56回（2 0 1 9年） 松　田　美　咲（亜　　　　大） 清　水　映　里・石　川　琴　実（早　　　　　大）

第57回（2 0 2 0年） 松　田　美　咲（亜　　　　大） 阿　部　宏　美・我　那　覇　真　子（筑　　波　　大）

第58回（2 0 2 1年） 阿　部　宏　美（筑　　波　　大） 神　　鳥　　舞・齋　藤　優　寧（早　　　　　大）

第59回（2 0 2 2年） 神　鳥　　　舞（早　　　　　大） 神　　鳥　　舞・齋　藤　優　寧（早　　　　　大）

第60回（2 0 2 3年） 吉　本　菜　月（筑　　波　　大） 吉　本　菜　月・櫻　田　しずか（筑　　波　　大）

松　田　八重子・中　川　妙　子（武 庫 川 女 大）

畠　中　君　代・福　井　精　子（明　大・青学大）

北　村　淳　子・鯨　井　芳　江（早　　　　　大）

上　　　唯希・大矢　　　希（早　　　　大）第54回（平成29年） 清　水　映　里（早　　　　大）

野　村　貴洋子・松　島　睦　子（園　田　女　大）

平　野　真知子・中　谷　節　子（安　田　女　大）

平　野　真知子・中　谷　節　子（安　田　女　大）

沢　松　順　子・沢　松　和　子（松　蔭　女　大）

沢　松　順　子・沢　松　和　子（松　蔭　女　大）

三　谷　宣　子・張　　　晴　玲（青学大・早　大）

松　木　直　子・古　橋　富美子（園　田　女　大）

中　川　清　美・坂　本　国　代（園　田　女　大）

松　木　直　子・古　橋　富美子（園　田　女　大）

松　島　睦　子・中　川　清　美（園　田　女　大）

松　島　睦　子・中　川　清　美（園　田　女　大）

吉　田　美佐子・大　江　篤　子（園　田　女　大）

中　坂　　　聖・森　川　雅　子（園　田　女　大）

中　坂　　　聖・森　川　雅　子（園　田　女　大）

中　坂　　　聖・仁　科　昌　子（園　田　女　大）

木　村　純　子・中　坂　　　聖（園　田　女　大）

木　村　純　子・伊　藤　和　子（園　田　女　大）

松　木　直　子・古　橋　富美子（園　田　女　大）

赤　堀　奈　緒・石　田　恵　子（亜　　　　　大）

山　崎　史　子・赤　堀　奈　緒（亜　　　　　大）

栗　又　尚　子・田　中　三知世（園　田　女　大）

後　藤　詩　子・栗　又　尚　子（園　田　女　大）

増　橋　奈緒美・尾　形　牧　子（青　　学　　大）

大　川　三　貴・広　瀬　綾　子（専　　　　　大）

岡　本　聖　子・田　口　景　子（亜　　　　　大）

関　口　知　子・池　田　季　代（園　田　女　大）

石　田　玲　奈・小　沢　　　愛（亜　　　　　大）

石　田　玲　奈・小　沢　　　愛（亜　　　　　大）

土　方　千　代・石　田　玲　奈（亜　　　　　大）

石　島　川　奈・柴　田　　　薫（学習院大・慶大）

秋　豆　えりな・前　川　綾　香（相　　愛　　大）

水　野　衣里子・北　崎　悦　子（亜　　　　　大）

山　本　麻友美・矢　部　由希子（園　田　女　大）

仲地祐奈・秋豆えりな（大阪国際大・大谷女子短大）

才　木　理　絵・西　川　裕　子（松　蔭　女　大）

  Kim Mi-OK  ・  Choi Jin-Yang  （明　　知　　大）

田　中　優　季・大　竹　志　歩（早　　　　　大）

田　中　優　季・大　竹　志　歩（早　　　　　大）

青　山　修　子・川　村　美　夏（早　　　　　大）

川　床　　　萠・東　　　友　賀（園　田　女　大）

宮　村　美　紀・木　川　由　奈（早　　　　　大）

伊　藤　和　沙・大　西　　　香（園　田　女　大）

第50回（平成25年） 山　本　みどり（関　　学　　大）

第51回（平成26年） 久次米　夏　海（山　　学　　大）

第52回（平成27年） 加　治　　　遥（園　田　女　大）

柳　　　昌　子・田　村　佳英子（武 庫 川 女 大）

米　原　実　令・森　崎　可　南　子（筑　　波　　大）

林　　　恵里奈・上　　　　唯希（早　　　　　大）

林　　　恵里奈・細　沼　千　紗（早　　　　　大）

梶　谷　桜　舞・林　　　恵里奈（早　　　　　大）

山　本　翔　子・伊　波　佳　苗（亜　　　　　大）

山　本　みどり・村　上　亜利沙（関　　学　　大）

第44回（平成19年） 大　西　　　香（園　田　女　大）

第45回（平成20年） 青　山　修　子（早　　　　　大）

第46回（平成21年） 樋　口　由　佳（び　わ　こ　大）

第47回（平成22年） 桑　田　寛　子（早　　　　　大）

第48回（平成23年） 桑　田　寛　子（早　　　　　大）

第49回（平成24年） 菅　村　恵里香（筑　　波　　大）

第38回（平成13年） 道　慶　知　子（専　　修　　大）

第39回（平成14年） 山　本　麻友美（園　田　女　大）

第40回（平成15年） 前　川　綾　香（相　　愛　　大）

第41回（平成16年） 前　川　綾　香（相　　愛　　大）

第42回（平成17年） 伊　藤　和　沙（園　田　女　大）

第43回（平成18年） 福　井　恵　実（早　　　　　大）

第32回（平成７年） 浅　越　しのぶ（園　田　女　大）

第33回（平成８年） 竹　村りようこ（慶　　　　　大）

第17回（昭和55年） 古　橋　富美子（園　田　女　大）

第18回（昭和56年） 柳　　　昌　子（武 庫 川 女 大）

第19回（昭和57年） 伊　藤　和　子（園　田　女　大）

第34回（平成９年） 木根渕　晶　子（亜　　　　　大）

第35回（平成10年） 高　瀬　礼　美（早　　　　　大）

第36回（平成11年） 西　保　泰　子（園　田　女　大）

第37回（平成12年） 仲　島　千　晶（慶　　　　　大）

第26回（平成元年） 山　崎　史　子（亜　　　　　大）

第27回（平成２年） 山　崎　史　子（亜　　　　　大）

第28回（平成３年） 赤　堀　奈　緒（亜　　　　　大）

第29回（平成４年） 柴　田　　　薫（慶　　　　　大）

第30回（平成５年） 道　上　静　香（筑　　波　　大）

第31回（平成６年） 柴　田　　　薫（慶　　　　　大）

第８回（昭和46年） 張　　　晴　玲（早　　　　　大）

第９回（昭和47年） 張　　　晴　玲（早　　　　　大）

第10回（昭和48年） 野　村　貴洋子（園　田　女　大）

第11回（昭和49年） 松　島　睦　子（園　田　女　大）

第12回（昭和50年） 佐　治　道　子（武 庫 川 女 大）

第13回（昭和51年） 松　島　睦　子（園　田　女　大）

（注）第1回女子は開催しませんでした。

第53回（平成28年） 加　治　　　遥（園　田　女　大）

第２回（昭和40年） 後　神　澄　江（日　　　　　大）

第３回（昭和41年） 畠　中　君　代（明　　　　　大）

第４回（昭和42年） 松　田　八重子（武 庫 川 女 大）

第５回（昭和43年） 松　田　八重子（武 庫 川 女 大）

第６回（昭和44年） 沢　松　和　子（松　蔭　女　大）

第７回（昭和45年） 沢　松　和　子（松　蔭　女　大）

第20回（昭和58年） 木　村　純　子（園　田　女　大）

第21回（昭和59年） 中　坂　　　聖（園　田　女　大）

第22回（昭和60年） 森　川　雅　子（園　田　女　大）

第23回（昭和61年） 森　川　雅　子（園　田　女　大）

第24回（昭和62年） 細　木　祐　子（園　田　女　大）

第25回（昭和63年） 広　瀬　綾　子（専　　　　　大）

第14回（昭和52年） 中　川　清　美（園　田　女　大）

第15回（昭和53年） 塚　本　国　代（園　田　女　大）

第16回（昭和54年） 古　橋　富美子（園　田　女　大）



選⼿紹介(男⼦シングルス) 

 

田中 佑(筑波大学 3 年)        丹下 颯希(日本大学 ３年) 

2024 年関東学生テニス選⼿権大会シングルス優勝      2024 年全日本学生テニス選⼿権大会シングルス準優勝 

第 99 回全日本テニス選⼿権シングルスベスト 16       第 99 回全日本テニス選⼿権シングルスベスト 16 

 

 

 

 

岩本 晋之介(関西大学 3 年)         髙妻 蘭丸(筑波大学 2 年) 

2024 年全日本学生テニス選⼿権大会シングルスベスト 4           2024 年関東学生テニス選⼿権大会シングルス

2024 年関西学生春季テニストーナメントシングルス優勝                                                 準優勝 

                               2024 年全日本学生テニス選⼿権大会シングルス 

ベスト 16 

 

 

 



選⼿紹介(男⼦ダブルス) 

 

山本 律(筑波大学 2 年)             森田 皐介(早稲田大学 2 年) 

2024 年全日本学生テニス選⼿権大会ダブルスベスト 4        2024 年関東学生テニス選⼿権大会ダブルス優勝 

2024 年関東学生テニストーナメント大会ダブルスベスト 8      2024 年全日本学生テニス選⼿権大会ダブルス 

ベスト 32 

 

 

桃山 晃(近畿大学 1 年生)         有本 響(慶応義塾大学３年生) 

2024 年全日本学生テニス選⼿権大会ダブルスベスト 8      2024 年全日本学生テニス選⼿権大会ダブルス優勝 

2024 年関西学生テニス選⼿権大会ダブルス優勝         第 99 回全日本テニス選⼿権ダブルスベスト 8 

 

 

 

 

 



 

選⼿紹介(⼥⼦シングルス) 

    

山口 花音(関西大学 3 年)        大橋 麗美華(慶応義塾大学 3 年) 

2024 年度全日本学生テニス選⼿権大会シングル優勝    2024 年度全日本学生テニス選⼿権シングルベスト 4 

2024 年度関西学生テニス選⼿権大会シングル優勝     W15 東京有明国際⼥⼦オープン 2024 シングルベスト 16 

 

 

    

金⼦ さら紗(早稲田大学 3 年生)      中島 玲亜(慶応義塾大学 3 年生) 

2024 年度全日本学生テニス選⼿権シングルベスト 4     第 35 回韓国大学テニス選⼿権大会シングル準優勝 

2024 年度関東学生テニス選⼿権シングル優勝        2024 年度全日本学生テニス選⼿権シングル準優勝 

 

 

 

 

 

  



選⼿紹介(⼥⼦ダブルス) 

 

    

石川 こころ(姫路大学 3 年)         櫻田 しずか(筑波大学 2 年) 

2024 年度全日本学生テニス選⼿権大会ダブルスベスト 8      2024 年度全日本学生テニス選⼿権大会ダブルス 

ベスト 8 

令和 6 年度関西学生春季テニストーナメントダブルス優勝     2024 年度関東学生テニス選⼿権ダブルス準優勝 

 

 

    

平田 葵(早稲田 3 年)         小畑 莉音(早稲田大学 3 年) 

2024 年度全日本学生テニス選⼿権大会ダブルス優勝      2024 年度全日本学生テニス選⼿権大会ダブルス優勝 

2024 年度関東学生テニストーナメント大会ダブルス準優勝   2024 年度関東学生テニストーナメント大会ダブルス

準優勝 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


